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研究成果の概要： 

オーロラは南北両半球の極域で起こっているが、その形が似ている場合や全く異なる場合があ

る。南極昭和基地と北極域アイスランドは 1本の磁力線で結ばれた共役点ペアの位置関係にあ

る。この利点を最大限活用してのオーロラの形状や動きを同時観測し、南北半球間の対称性・

非対称性の特性を研究してきた。特に、爆発的オーロラ現象のオーロラ・ブレイクアップとそ

の回復期に出現する点滅型の脈動オーロラに注目して観測研究を行なった。 
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 直接経費 間接経費 合 計 

2005 年度 3,200,000 0 3,200,000 

2006 年度 3,000,000 0 3,000,000 

2007 年度 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

2008 年度 3,600,000 1,080,000 4,680,000 

  年度    

総 計 13,300,000 2,130,000 15,430,000 
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１．研究開始当初の背景 

(1)オーロラ粒子を加速する物理機構として、

磁気圏と電離圏との相互作業の重要性が提

唱されていた。 

（2）その時点では、電離圏の役割の詳細と

その重要性は不明確であった。 

（3）南北両半球でのオーロラの動きや強度

変化差異が不明確であった。 

（4）脈動オーロラの発生機構、特に、発生

領域が不明確であった。 

（5）地上からの可視オーロラとその上空を

通過する衛星とのオーロラ直接比較例が極

めて少なかった。 

 

２．研究の目的 

オーロラの形状と動きの南北半球の対称性
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や非対称性を定量的に明らかにすることを

基本とするが、特に、下記の現象を研究目的

とした。 

（1）脈動オーロラの発生領域が不確定であ

ることから、南北共役点オーロラ観測デ－タ

ベースの時間差などから明らかにする。 

（2）オーロラブレイクアップの同時性/時間

差を明らかにする。 

（3）オーロラ強度の絶対値の南北差を明ら

かにする。 

（4）可視オーロラとレーダーオーロラとの

比較を行なう。 

（5）オーロラ発生への電離圏の役割を明ら

かにする 

 

 

３．研究の方法 

オーロラ帯に位置する昭和基地とアイスラ

ンド共役点での共役点において、以下の手法

で観測研究をおこなう。 

（1） 昭和基地とアイスランドとが同時

に暗夜になる 9 月̃10 月頃や 3 月頃の秋・春

分の頃にオーロラテレビカメラやフォトメ

ータを用いて同時観測する。 

（2） 同時観測デ－タの画像解析から、オ

ーロラの動きや形に対称性・非対称性を比較

研究する。 

（3） 上空を通過する衛星との同時観測

イベントを最大限活用・比較する。 

（4） 可視オーロラと短波レーダーとの

同時観測を行なう。 

 

 

４．研究成果 

同時観測イベントの詳細解析研究から下記

の成果が得られた。 

（1)脈動オーロラの発生領域が磁気赤道面

では無く、電離圏上空の比較的地球に近い場

所であることを世界で初めて観測事実から

明らかにした。 

（2)脈動オーロラの形が南北半球で同じで

あっても、その点滅周期が異なることを明ら

かにし、電離圏の役割の重要性を指摘できた。 

（3）可視脈動オーロラと短波レーダーとの

同時観測に初めて成功し、レーダーから導か

れた電離圏電場変動や磁場脈動変動と可視

オーロラの点滅脈動変動との関連説明が加

えられた。 

（4）非常によく似た共役点オーロラの詳細

な解析より、地磁気共役点位置の時間的変動

を初めて捉えることができた。今回の例では、

約 1 時間の間に、南北方向に 50 キロメート

ル、東西方向に 150 キロメートル移動した事

実を明らかにした。 

（6)オーロラブレイクアップの開始時間差

や、完全なる非対称のブレイクアップ現象が

起こることを明らかにした。しかし、その原

因は不明のままである。 

（7)2003年 11月23日に南極大陸で起きた皆

既日食時呼応し、南北電磁圏でスパイク状の

擾乱変動が地磁気変動として観測された。 
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